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 図 1 に顕微鏡（倒立型蛍光顕微鏡 IX71，オリンパス）で観察した材料の表面透過像
を示す．顕微鏡の倍率は対物レンズ 10 倍で観察した．それぞれ左から順にポリエチレ




 図 2 に顕微鏡で観察した材料の断面蛍光像を示す．顕微鏡の倍率は対物レンズ 10 倍
で観察した．左から順にポリエチレン・PET・ポリプロピレンで上から浸潤時間 10 分，





リプロピレン，ポリエチレンの順にヘマトポルフィリンが浸潤した，10 分間で PET が
唯一染み込み，40 分間になってようやくポリプロピレンが染み込んだ．ポリエチレン


















図2.1 ポリエチレンの断面(10) 図2.3 PETの断面(10)
図2.4 PETの断面(40) 図2.6 ポリプロピレンの断面(40)
図2.5 ポリプロピレンの断面(10)
＊図2の赤色部分は染み込んだヘマトポルフィリンによる蛍光である．
緑色部分は表面に吸着した不純物等が蛍光を発しているものと考えられる．
500μm
100μm
100μm
500μm 500μm 500μm
100μm 100μm
500μm 500μm
100μm 100μm
 
が及ぶ可能性もある．今後，成型プロセスも加味したうえで，メタノール溶液での浸潤
も追加実験を行いたい． 
